
                                                        

 

 

 

日時： 平成１８年１２月９日（土） １０：３０～１６：３０  受付開始１０：００ 

場所： 名古屋大学大幸キャンパス東館大講義室 

主催： 小児在宅ケア研究会 

 

 

開会の挨拶 

 

【オリエンテーション】10：30～11：40 

 

【小児在宅ケアの基礎知識】10：40～11：40            座長 京都橘大学看護学部 堀 妙子 

 

小児在宅ターミナルケアにおける包括的支援   千葉県こども病院 小児看護専門看護師  松岡 真里 

 

 

昼休憩 11：40～13：10 

（運営委員会 12：00～12：45） 

 

【グループワーク】13：10～14：45 

 テーマ 「研修内容からコーディネーターの役割を考える」 

   討議・発表 

 休憩 14：45～15：00 

 

 

＊	 以下、一般公開の部 

 

【事例検討】15：00～15：35                     座長 中川の郷療育センター 大須賀 美智  

 

在宅ケアを送る子どもと家族への支援について    大阪府立母子保健総合医療センター  川口 めぐみ 

 

 

【講演】 15：35～16：35                       座長 名古屋大学医学部保健学科 奈良間 美保 

 

「肢体不自由児通園施設における子どもの療育生活と職種間連携」 

 豊田市こども発達センター 肢体不自由児通園施設 たんぽぽ 施設長 松野 俊次 先生 

 

 

【研修会のまとめ・修了証授与】16：35～16：55  

 

  平成 18 年度コーディネーター研修会の振り返りと今後の課題  名古屋大学医学部保健学科  奈良間美保 

   

  修了証授与 

 

閉会の挨拶 

平成 18 年度 第３回小児在宅ケアコーデイネーター研修会プログラム  


